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Ⅰ　まえがき
　当財団は、情報科学技術の高度化、大規模
高速計算機の利用技術の開発、原子力分野の
コード、データベース等の調査収集・整備提
供を総合的に推進してきた。近年においては、
先端的スーパーコンピュータの進展に即応す
る科学技術研究用ソフトウェア等の高度化開
発を通じて、先進的科学技術の発展に寄与し
ている。
　2021年度においては、特定先端大型研究
施設の共用の促進に関する法律（以下「共用
法」という。）に基づく登録施設利用促進機
関として、特定高速電子計算機施設の利用促
進業務を引き続き推進するとともに、文部科
学省科学技術試験研究委託事業「HPCIの運
営」を代表機関として実施し、画期的な研究
成果の創出及び科学技術の発展や産業競争力
強化、並びにハイパフォーマンス･コンピュー
タ利用の裾野の拡大に貢献した。
　なお、共用法第14条に基づく登録の更新
及び2022年度以降の利用促進業務実施（事
業予定期間：2026年度まで）のための審査
申請を行ったほか、2022年度以降の「HPCI
の運営」（事業予定期間：2026年度まで）の
企画提案を行い、結果、それぞれの業務を継
続して実施することとなった。
　情報科学技術の高度化では、国立研究開発
法人日本原子力研究開発機構（以下「原子力
機構」という。）が進める原子力研究開発に
供する各種原子力コードの高度化開発を実施
するとともに、文部科学省のセンター・オブ・
イノベーション（COI）プログラム「世界の
豊かな生活環境と地球規模の持続可能性に貢
献するアクア・イノベーション拠点」に参画
し、大規模シミュレーション用ソフトウェア
開発を実施した。また、文部科学省の民間委

託事業「研究開発推進事業等の実施に係る運
営管理業務(研究振興事業に関する課題の運
営管理業務)」を実施した。
　大規模高速計算機の利用技術の開発では、
原子力機構及び国立研究開発法人量子科学技
術研究開発機構（以下「量研」という。）の
大型計算機運用の技術支援を実施した。
　原子力分野の解析コードに関する情報の調
査収集・整備提供では、原子力コードの調査
収集と産業界を含む国内ユーザへの提供を実
施した。
　これらの事業の推進にあたっては、定款に
基づき一般財団法人としての適正な法人運営
を図ってきた。新型コロナ感染症対策につい
ては、緊急事態宣言等の行政庁の施策、各事
業所周辺の感染状況等に即応し、在宅勤務化、
各種会議・講習会のオンライン開催等を適宜
実施し、当初計画通り事業を進めた。また、
特定高速電子計算機施設の利用促進業務及び
HPCIの運営業務については、国及び特定高
速電子計算機施設設置・運営主体者である国
立研究開発法人理化学研究所計算科学研究
センター（以下「理研R-CCS」という。）並
びに 9 大学の情報基盤センター、 2 大学共同
利用機関法人及び 3 国立研究開発法人（以下

「HPCIシステム構成機関」という。）等と緊
密に連携協力し、利用者本位の業務運営に努
めた。その際、業務をより効率的・効果的に
実施する観点から、当財団内に外部有識者に
よるアドバイザリー委員会を設置し、PDCA
サイクルを回しながら業務を実施した。当
財団の業務に係る情報資産の保存・管理体
制については、情報セキュリティマネジメ
ントシステム（JIS Q 27001:2014/ ISO/IEC 
27001:2013）の考え方に基づき、その維持、
改善を継続的に進めた。

2021年度におけるRISTの動き
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　2021年度事業計画に従い実施した個別事
業は、以下のとおりである。

Ⅱ　事業内容
1 ．特定高速電子計算機施設の利用促進業務
　（1）利用者選定業務
　　　選定委員会及び利用研究課題審査委員

会を開催し、国が定める方針等を踏まえ、
「富岳」の利用制度等の検討、設定を行っ
たほか、2021年度B期、2022年度A期の

「富岳」定期課題及び「富岳」随時募集
課題の募集・選定等を行った。

　　　なお、2022年度A期の課題選定から、
課題あたりに割り当てる専門分野のレ
ビュアーを原則 5 名に拡充し、また、
AIを用いた効率的なレビュアーの割当
を実施した。

　　①2021年度B期の「富岳」利用研究課題
定期募集（年 2 回のうち 2 回目）を行
い、レビュアー審査、課題審査委員会
及び選定委員会の審議を経て、「富岳」
のB期課題として申請25課題のうち22
課題を選定した。なお、「富岳」一般
課題においては、政府の方針等を踏ま
えて重点的に推進する研究分野を重点
分野として募集し、採択に優位性を持
たせつつ申請 1 課題のうち 1 課題（い
ずれも上記の内数。）を当該分野の課
題として選定した。

　　②2022年度A期の「富岳」を中核とする
HPCIシステム利用研究課題定期募集

（「富岳」は年 2 回のうち 1 回目）を行
い、レビュアー審査、課題審査委員会
及び選定委員会の審議を経て、「富岳」
のA期課題として申請83課題のうち49
課題を選定した。「富岳」一般課題の
重点分野については、申請11課題の
うち 7 課題（いずれも上記の内数。重
点分野として採択されなかった 4 課題
のうち 1 課題は通常の課題として採

択）を当該分野の課題として選定した。
　　③2022年度B期の「富岳」利用研究課題

定期募集を開始した。
　　④「富岳」において、定期募集と比較し

て小規模な計算資源を速やかに必要と
する課題を対象に、随時募集課題の
うち機動的課題（一般/若手/産業）及
び試行課題（一般/産業）の募集を行
うとともに、2022年 1 月から試行課
題（一般/産業）において小規模な計
算資源を使用する場合の手続きを簡素
化した試行課題（ファーストタッチオ
プション）の募集を開始した。2021
年度は、機動的課題については、申請
25課題のうち23課題を、試行課題に
ついては、申請90課題のうち90課題
を採択した。また、試行課題（ファー
ストタッチオプション）については、
2022年 1 月の募集開始から当該年度
末までに申請が17課題あり、全て採
択した。なお、2021年 5 月から「富岳」
有償課題・試行有償課題（一般/産業）
の随時募集を開始した。

　　⑤「富岳」の大規模並列ジョブ実行性能
を最大限活用するため、2021年12月
に全系規模実行による革新的・先進的
な研究に挑戦する課題募集を開始し、
申請 8 課題のうち 7 課題を採択した。

　　⑥「富岳」又はHPCI共用計算資源を活
用した2021年度成果創出加速プログ
ラム22課題、政策対応枠 5 課題に係
る利用手続きの支援等を行った。

　　⑦シンガポールのNSCC（The National 
Supercomputing Centre Singapore, 
Science And Engineering Institute）
との協定に基づき、12月にシンガポー
ル在住の研究者向けに「富岳」利用プ
ロジェクトを新たに募集し、申請16
課題のうち 5 課題を採択した。
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　（2）利用支援業務
　　 1 ）情報支援
　　　①「京」又は「富岳」を中核とするHPCI

計算資源の利用成果の公開情報を一
元的にまとめた公開データベース

（HPCI 成果発表データベース）に
登録された成果発表件数は、2021
年度末で通算9,567件（うち、査読
付き論文数は2,659件）に達した。

　　　②2020年度末終了のHPCI一般課題
や、2020年 度 内 に 実 施・ 終 了 し
た新型コロナウイルス感染症対応
HPCI臨時公募課題及び「富岳」試
行的利用（早期利用/利用準備）課
題等を中心に、これら課題の利用
報告書342 件（2021年度末で通算
1,892件）をHPCI ポータルで公開
した。利用報告書のダウンロード数
は、2021年度末で通算191,059件に
達した（2021年度は39,839件）。利
用報告書をダウンロードしている企
業は1,326社あり、その業種は東京
証券取引所の33業種中32業種に及
ぶなど、成果の公表・普及が着実に
進展した。

　　　③HPCI利用研究成果集（当財団発行
の査読付き電子ジャーナル）に通
算81編の論文が掲載され、全体の
ダウンロード（DL）数は15,830回、
うちDL数トップ論文のDL数は734
回に達した。

　　　④広報サイト「富岳百景」上に、Web
マガジン「富岳百景」のvol.3～7を
公開し、「富岳」の利用に関心を持
つ研究者、技術者に情報発信した。

　　　⑤話題性のある研究についてのインタ
ビューを10分程度のYouTube動画
に編集して、2021年10月以降隔月
で計 4 本を一般に向けて情報発信し
た。

　　 2 ）技術支援
　　　①利用支援のための一元的窓口として

設置したヘルプデスクを活用し、利
用者にワンストップ・サービスを提
供することで効率的な利用を支援す
るとともに、プログラム移植等の調
整支援、プログラム性能の分析評価
等の高度化支援・利用前技術支援を
合計27課題（うち、産業利用関連
は利用前技術支援 1 課題を含む10
課題）実施した。

　　　②利用者の利便性向上等を目指して、
オープンソースソフトウェアや国家
プロジェクトとして開発されたプロ
グラム（以下、「国プロアプリ」と
いう。）利用環境整備を進めた。

　　　③産業界における「富岳」の利用拡大・
人材育成を目的とした伴走型利用支
援を新たに設け、 1 課題を採択し、
支援を行った。また、2022年度上
期の支援課題の募集、審査を行い、
2 課題を採択した。

　　 3 ）その他の支援
　　　①講習会等の利用支援
　　　　「富岳」の利用技術の習得等を目

的とした初級講習会及び産業界で
利用が多い LAMMPS、Quantum 
ESPRESSO、OpenFDTD、FDSの
入門講習会を合計13回主催（共催
を含む）した。これらの講習会等へ
の参加者は、下記の②に示すワーク
ショップ、チューニング技術検討会
を含めて延べ1,411名で、そのうち
産業界からの参加者は 5 割を超える
など、産業利用の推進にも着実に貢
献した。

　　　②セミナー・シンポジウム等
　　　　HPCIシステム利用研究課題成果報

告会（2021年10月）をオンライン
開催し、486名の参加を得た。また、
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材料系分野やCAE分野に特化した
ワークショップ（2021年10月（参
加397名）、2022年 2 月（参加341名）、
3 月（参加117名））をオンライン
開催し、産業利用事例や利用技術に
関する情報提供を行うとともに、利
用者間の情報交流の機会とした。

　　　　さらに、「富岳」の効率的な利用を
促すため、チューニング技術の普
及を目的としたA64FX向けチュー
ニ ン グ 技 術 検 討 会（2021年 4 月

（参加69名）、 6 月（参加46名）、
2022年 1 月（参加75名））を、理研
R-CCSと共同でオンライン形式で
開催した。

　　　　2014年度から原則毎年開催してい
る「大型実験施設とスーパーコン
ピュータとの連携利用シンポジウ
ムについて、公益財団法人高輝度
光科学研究センター（JASRI）及
び一般財団法人総合科学研究機構

（CROSS）とともに、第 7 回のシン
ポジウム（2021年 9 月（参加229名））
をオンライン形式で開催した。

　　　　分野ごとの研究者の情報共有・交流
の場として、新たに、スパコンコロ
キウムを企画し、2021年度は計 4
回開催（ 4 月、 9 月、12月、 2 月）
した。

　　　③展示会等
　　　　「富岳」及びHPCIの利用促進に向

け、ISC2021オンライン展示（2021
年 6 ～ 7 月 ）、SC21 展 示（2021年
11月）、第 4 回R-CCS国際シンポジ
ウ ム（2022年 2 月 ）、SCAsia 2022

（2022年 3 月）に出展し、海外向け
に情報提供、情報発信を行った。ま
た、産業界の利用促進のため、理
研R-CCS と と も に CEATEC 2021 
ONLINE（2021年10月）ヘのオン

ライン出展、国際ナノテクノロジー
総合展へのオンライン展示（2021
年11月～2022年 2 月）及び現地で
の出展（2022年 1 月）を行った。

　　　④アウトリーチ活動
　　　　青少年の科学技術への理解増進、将

来のHPCI利用者となる研究技術者
育成を目的に、高校生を対象にした

「スパコン「富岳」体験塾」（2021
年 8 月、12月）を開催し、計14名
が参加したほか、「はじめてのプロ
グラミング」（2022年 2 月）を出張
形式で開催し、33名が受講した。
その他、神戸市主催の「神戸医療産
業都市一般公開」（2021年10月）に
おいて、計算機歴史博物館動画等を
出展した。

　　　⑤当 財 団（RIST）、 欧 州 の PRACE
（Partnership for Advanced Computing 

in Europe）、米国のXSEDE（eXtreme 
Science and Engineering Discovery 
Environment）との三者間の覚書
が2021年 3 月で期限を迎えたこと
から、協議を進め、覚書の延長手続
きを行った。

　　　⑥シンガポールのNSCCと締結してい
る覚書の下に、スーパーコンピュー
ティング分野における国際連携、及
び国際協力の促進、共同研究や研究
開発の促進、国産のアプリソフト及
び「富岳」アーキテクチャの国際的
普及を目的として、「富岳」の利用
に関する協定を2021年11月に締結
した。

　　　⑦アドバイザリー委員会を2021年 5
月、2022年 3 月に開催し、当財団
が行う利用支援業務や利用の活性化
等について、アドバイスを得た。
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2 ．HPCIの運営業務
　　当財団は、文部科学省科学技術試験研究

委託事業「HPCIの運営」の中核的役割を
担う代表機関として、理研R-CCS、国立
大学法人東京大学情報基盤センター（以
下 ｢東大情報基盤センター｣ という。）、
国立大学法人筑波大学計算科学研究セン
ター（以下「筑波大-CCS」という。）、大
学共同利用機関法人情報・システム研究
機構国立情報学研究所（以下 ｢NII｣ とい
う。）、及び公益財団法人計算科学振興財団

（FOCUS）からなる分担機関に一部業務
を再委託し、総合調整を図りつつこれら分
担機関と緊密かつ一体的に連携した体制を
構築して以下の業務を主体的に実施した。

　（1）HPCIの運営企画・調整
　　 1 ）今後の運営の在り方に関する調査検討
　　　HPCIシステムの今後の運営の在り方

に関する調査検討ワーキンググループ
を設置して、一般社団法人HPCIコン
ソーシアムの協力の下、｢「富岳」本
格運用時のHPCIおよび次期フラッグ
シップ計算機の在り方について｣ を
テーマに 7 回にわたり議論を行うとと
もに、当該テーマについての意見交換
会を行い、最終報告書に反映させた。

　　 2 ）技術企画・調整
　　　HPCIシステム構成機関等から構成さ

れるHPCI連携サービス委員会及び
HPCI連携サービス運営・作業部会等
を開催し、HPCIシステムの運用に際
して生じる技術的不具合の原因究明・
対応策の検討、HPCIシステムの全体
的な運用に係るソフトウェアの改良に
関する検討等を議論するなど、オンラ
インTV会議システムを活用して適切
に委員会等を運営した。特に、次期認
証システムに係る検討や関連技術開発
事項の検討を進めた。

　　　また、前年度末に開始したテレビ会議

システムを用いた遠隔での本人確認の
実施に伴い、各最寄りセンターへの振
り分け業務を実施するとともに、最寄
りセンターとしての遠隔含む本人確認
を実施し、利用者の利便を確保して
HPCIの利用を促進した。

　（2）HPCIの利用促進
　　 1 ）課題選定及び共通窓口の運用
　　　①HPCI計算資源を利用する2022年度

研究課題として、82件の応募課題
（「富岳」との同時利用として応募
した課題を含む）の中から76課題
を選定した。また、2021年度の随
時募集課題については、HPCI産業
試行課題に計 3 件、HPCI共用スト
レージ課題（共有型）に 2 件の応募
があり、いずれも選定した。

　　　②HPCI共用計算機資源を活用した新
型コロナウイルス（COVID-19）を
含む感染症対応HPCI臨時公募（随
時受付）を2021年 4 月より開始し
た。申請受付終了（同年12月末）
までに 4 課題の申請を受け付け、 4
課題を選定した。

　　　③HPCI計算資源及びJHPCN計算資
源の利用に伴う利用負担金の支払い
については、HPCIシステム構成機
関及びJHPCN（JHPCN：学際大
規模情報基盤共同利用・共同研究拠
点事業）参加機関からの請求に基づ
き、適宜支払い事務を実施した。

　　 2 ）産業利用促進
　　　①産業界のユーザ向けの利用環境とし

て当財団の東京事務所内に設置し
た「富岳」及びHPCIシステムへの
アクセスポイント（アクセスポイン
ト東京）を運用し、HPCIシステム
の利用前相談や利用相談、高並列計
算の指導・助言、対面認証などの目
的で延べ149名に利用された。また、
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セミナーやシンポジウム等をオン
ライン開催し、HPCIの産業利用に
関するPR活動を実施するとともに、
その都度、産業利用相談会を開催し
て新規利用者の開拓を行い、課題応
募につながる成果を得た。なお、神
戸のアクセスポイントの設置及び運
用は、FOCUSに再委託して、代表
機関との調整のもと実施した。

　　　②新規利用企業の応募拡大のため、初
めてHPCIを利用した企業へのイン
タビュー記事を掲載するリーフレッ
ト「はじめてのHPCI」を 2 種類発
行した。

　　 3 ）技術支援
　　　①プログラム移植等の調整支援、プロ

グラム性能の分析評価等の高度化支
援・利用前技術支援等を合計 2 課題
について実施した。

　　　②国プロアプリの利用環境整備を進め
るとともに、国プロアプリの普及を
目指して、開発グループや整備先の
HPCIシステム構成機関と連携して
プログラムのハンズオン講習会を 8
回（2021年 9 月 に 2 回、12月 に 1
回、2022年 1 月 に 2 回、 2 月 に 1
回、 3 月に 1 回、及び 4 月に 1 回）
開催し、合計85名が参加した。また、
HPCI利用者の裾野を広げるHPCプ
ログラミングセミナーを 6 回（2021
年 5 月 に 1 回 及 び 6 月 に 2 回、12
月に 3 回）開催し、合計133名が参
加した。

　（3）HPCIシステムの運用
　　 1 ）HPCI共用ストレージ等の運用・保守・

機能整備
　　　本事業は、東大情報基盤センター、理

研R-CCS及び筑波大-CCSに再委託し
て、代表機関との調整のもと実施し
た。

　　 2 ）HPCI認証局の運用、保守
　　　本事業は、NIIに再委託して、代表機

関との調整のもと実施した。
　　 3 ）課題選定及び共通窓口に関する基盤シ

ステムの機能整備、保守
　　　HPCIヘルプデスクシステム、HPCI

情報共有コンテンツマネジメントシス
テム（CMS）等の機能整備、保守を
実施した。

3 ．大型計算機システム及びネットワークシ
ステムの運用支援

　　原子力機構の大型計算機システム、ネッ
トワークシステム、及び情報セキュリティ
対策システムの運用に係る技術支援を実施
した。また、IT化を推進するための各種
情報システムの運用に係る技術支援を受託
した。

　　量研の大型計算機システム及びネット
ワークシステムの運用に係る技術支援を実
施した。

　　これらにより、各システムの利用者に対
する円滑かつ継続的な利用支援サービスの
提供に大きく貢献した。

4 ．情報科学技術の高度化に関する研究開
発・調査

　（1）原子力研究開発コードの高度化に関す
る研究・調査

　　①原子力機構と協力して開発を進めてい
る粒子・重イオン輸送コードシステム
PHITSを使用して、福島第一原子力
発電所事故によって拡散した放射性物
質の放射線量からその周辺の地域にお
ける核種分布を推定するシステムの開
発、画像データから構造物を認識し空
間線量率を評価するシステムの開発、
原子炉建屋内で観測される放射線量か
ら機械学習を用いて高線量線源を逆推
定するシステムの開発、核燃料輸送
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物、使用済燃料貯蔵容器及び使用済燃
料貯蔵施設の許認可におけるPHITS
コードに係るコード検証及び分散低減
機能の高度化、高エネルギー核データ
を用いたイベントジェネレータ等の新
機能開発、及びプログラムの保守性を
高めることを目的としたメモリ使用方
法に関する改良等を実施した。また、
J-PARC中性子ビームラインの遮蔽設
計を実施した。

　　②PHITSの原子力分野以外への応用と
して、粒子線がん治療施設の遮蔽設計
や放射化評価、宇宙放射線の遮蔽評価
等を実施した。

　　③原子力機構のスーパーコンピュータで
利用される原子力研究開発コードの開
発・改良、計算結果の評価手法の開発
及び可視化ソフトウェアの開発・改良
を実施した。また、原子力機構の研究
者等が開発・整備した各種の原子力研
究開発コードのチューニング及び並列
化による高速化を実施した。

　　④量研が進める核融合研究に対して、原
型炉開発に求められる第一原理系シ
ミュレーションコードや設計に応用さ
れるシステム系シミュレーションコー
ドの計算モデル拡張や新機能実装、イ
ンターフェースソフトウェア開発を実
施した。

　（2）大規模シミュレーション技術の開発・
研究

　　　ナノ材料、気象モデルの分野で、新ア
ルゴリズム・計算手法のシミュレーショ
ンソフトウェアへの実装、次世代材料開
発を目的としたシミュレーションの産業
応用など、ソフトウェア開発から実用化
研究までスーパーコンピュータを活用し
て以下のとおり実施した。

　　①文部科学省のセンター・オブ・イノ
ベーション（COI）プログラムにおい

て、信州大学を拠点とする「世界の豊
かな生活環境と地球規模の持続可能性
に貢献するアクア・イノベーション拠
点」の参画機関として、プロジェクト
の最終年度となる今年度は、実際の海
水を使った水処置パイロットプラント
試験を実施して、開発したナノ炭素複
合材スペーサが優れた耐汚染性・高い
塩除去率を示すデータを獲得し、流体
シミュレーションによりスペーサ内部
の水圧・水流路の挙動も得られ、プロ
ジェクトでの最終成果として論文掲載
した。

　　②文部科学省の ｢統合的気候モデル高度
化研究プログラム」において、プロジェ
クトの最終年度となる今年度は地球規
模気候変動に関する予測・影響解析の
一部として、日本版標準カップラ開発・
適用・性能評価及びカップラを介した
大規模データ利用に関する入出力ソフ
トウェア開発を完了した。

　　③防衛装備庁「安全保障技術研究推進制
度」で採択された「高強度CNTを母
材とした耐衝撃緩和機構の解明と超耐
衝撃材の創出」に筑波大学、住友電気
工業株式会社と取り組み、衝撃緩和現
象に関するシミュレーション研究を実
施し、高分子電解質の溶液系、剛体-
流体粒子モデル系が速い衝突で粘性率
が急激に増すダイラタンシ現象を示す
ことを分子動力学シミュレーションで
明らかにし、その成果を論文発表した。

　　④産業界との実践的なシミュレーション
として、総合電機メーカーと非線形光
学材料の特性評価のための研究開発
を、また食品・アミノ酸メーカーとタ
ンパク質の精製効率化のための研究開
発、薬剤メーカーと分子シミュレー
ションによる創薬研究を進めるととも
に、大学と量子化学計算ソフトフェア
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向けに計算アルゴリズムの開発と実装
を実施した。

　（3）情報科学技術分野の研究振興に関する
課題の運営管理　

　　　文部科学省の民間委託事業「研究開発
推進事業等の実施に係る運営管理業務

（研究振興事業に関する課題の運営管理
業務）」として、スーパーコンピュータ
開発公募事業を実施するために必要とさ
れる以下の業務を継続して実施した。

　　①文部科学省と課題実施機関との交付決
定に係る諸事務手続き、補助金交付要
綱・取扱要領に基づく事務処理につい
て文部科学省業務を支援するととも
に、公募事業の推進に必要となる情報
の把握等を行った。

　　②スーパーコンピュータ開発公募事業に
ついて、2021年度新規公募により採
択された 3 課題に加え、昨年度からの
継続20課題に対して、2021年度の交
付申請手続きの支援、各課題の事業面・
経理面での進捗管理を実施した。また、
2020年度に実施された補助事業20課
題の補助金額の確認調査等を実施した。

　　③「富岳」成果創出加速プログラムの 4
領域の進捗管理を効率的・効果的に
進めるためプログラムディレクター

（PD） 4 名から構成される「領域総括
会議」を設置し、当該会議の事務局業
務、PD業務の支援を行った。

　　④「富岳」成果創出加速プログラムに関
わる研究者間の情報交換・交流を深め、
研究の発展と人材育成につなげるため
の研究交流会や、本プログラムの成果
をわかりやすく発信するための公開シ
ンポジウムを2022年 3 月に開催した。

　　⑤上記の業務を通じて、本公募事業のあ
り方や問題点等の調査・考察を行い、
本公募事業の今後に向けた提案を行っ
た。

5 ．原子力分野の解析コードに関する情報の
調査収集・整備提供

　　わが国の原子力コードセンターとして、
原子力機構等の国内機関から収集した 7 件
の原子力コードを新規登録した。産業界を
含む国内加盟機関への原子力コードの提供
は67件であった。

　　米国オークリッジ国立研究所・放射線安
全情報計算センター（ORNL/RSICC）と
の契約の下で、新規に 2 件の原子力コード
を収集・整備するとともに、「RSICCユー
ザ会」加盟機関に226件の原子力コードを
配付した。また、原子力コード利用の促進
に資するため、「RSICCユーザ会」加盟機
関向けに「ADVANTGを用いた最適分散
低減法によるモンテカルロ法遮蔽解析（入
門編）」に関する講習会（2021年10月）を
オンラインで開催した。なお、当財団が運
営している「RSICCユーザ会」の加盟機
関は、2021年度末で69機関である。

6 ．事業の成果の普及等
　　計算科学技術研究の成果の普及を目的と

して、最新の研究開発成果の紹介、関連研
究の解説、事業動向の報告、トピックス等
を内容とする「RISTニュースNo.67」を
2021年 9 月に刊行し、関連機関に配付す
るとともに当財団の公開ホームページに掲
載し、成果の普及を図った。また、当財団
における研究開発の成果を国内外の学術論
文誌、学会等で発表するとともに、スー
パーコンピューティングに関する国際会議

（ISC2021, SC21, SCAsia2022）や、産業
向け展示会（CEATEC2021、国際ナノテ
クノロジー総合展）に出展するなど、海外
や産業界に向けても事業成果の普及活動を
行った。
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Ⅲ　その他
1 ．研究成果等の発表 
　2021年度の主な研究成果等の発表は以下
のとおり。

（ 1 ）Juan  L.  Fajardo-Diaza,  Aaron 
Morelos-Gomeza,  Rodolfo  Cruz-
Silvaa, Akito Matsumoto, Yutaka 
Ueno, Norihiro Takeuchi, Kotaro 
Kitamura,   Hiroki   Miyakawa, 
Syogo  Tejima,  Kenji  Takeuchia, 
Koichi Tsuzuki, Morinobu Endo; 
"Antifouling performance of spiral 
wound type module made of carbon 
nanotubes/polyamide composite RO 
membrane for seawater desalination", 
Desalination 523 (2022) 115445

（ 2 ）Patrick  A.  Bonnaud,  Hiroshi 
Ushiyama, Syogo Tejima, and Jun-
Ichi  Fujita;  "Neat  and  Aqueous 
Polyelectrolytes  under  a  Steady-
Shear Flow", J.Phys.Chem. B 125 25 
(2021) 6930-6944

（ 3 ）Ryota Jono, Syogo Tejima, and Jun-
ichi Fujita; "Microstructure of the 
Fluid Particles around the Rigid 
Body at the Shear-thickening State 
toward Understanding of the Fluid 
Mechanics", Scientific Reports 11 
(2021) 24204

（ 4 ）Y. Iwamoto, S. Hashimoto, T. Sato, 
N. Matsuda, S. Kunieda, Y. Çelik, N. 
Furutachi and K. Niita; "Benchmark 
study  of  particle  and  heavy-ion 
transport code system using shielding 
integral benchmark archive and 
database for accelerator-shielding 
experiments",  J.  NUCL.  SCI. 
TECHNOL, 59, (2022) 665-675.

（ 5 ）金敏植、Alex Malins、 町田昌彦、 吉
村和也、 斎藤公明、 吉田浩子、柳秀明、

吉田亨、長谷川幸弘；「環境中での空間
線量率 3 次元分布計算システム（3D- 
ADRES）の研究開発の現状と今後の
展望　－福島復興に向けた市街地・森
林等の環境中空間線量率分布の推定－」
RISTNEWS、67（2021年 9 月）3-15.

（ 6 ）澤井秀朋、小林寛、富山栄治；「CUP 
and Thread Parallelization Tuning 
of FFVHC-ACE on Fugaku」the 5th 
meeting for application code tuning 
on A64FX computer systems（2021年
4 月、オンライン）

（ 7 ）齊藤哲；「「富岳」を含むHPCI利用研
究課題の募集と利用支援」第 1 回スパ
コンコロキウム（2021年 4 月、オンラ
イン）

（ 8 ）富山栄治；「高次精度離散化手法に関す
る調査研究」HPCI利用研究成果集Vol. 
6 No.1（2021年 6 月、オンライン）

（ 9 ）新宮哲；「「富岳」を含むHPCI利用研
究課題の募集と利用支援」第 1 回「富岳」
を用いたQuantum ESPRESSO入門講
習会（2021年 7 月、8 月、オンライン）

（10）須 永 泰 弘；「「 富 岳 」 を 中 核 と す る
HPCIの利用方法とRISTの利用支援」
計測インフォマティクスの進展と外
部計算資源を用いる計測データ処理

（2021年 8 月、オンライン）
（11）須永泰弘；「各施設の利用状況と三機

関の利用促進活動について（RIST）」
第 7 回大型実験施設とスーパーコン
ピュータとの連携利用シンポジウム

（2021年 9 月、オンライン）
（12） 須 永 泰 弘；「「 富 岳 」 を 中 核 と す る

HPCIの紹介と今後のイベント」第 2
回スパコンコロキウム（2021年 9 月、
オンライン）

（13）山田達矢；「高せん断速度下で生じる
イオン液体のシェアシニングの仕組み」
応用物理学会秋季学術講演会（2021年
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9 月、オンライン）
（14）齊藤哲；「「富岳」を含むHPCI利用研

究課題の募集と利用支援」第12回材料
系ワークショップ（2021年10月、オン
ライン）

（15）齊藤哲；「「富岳」の概要・利用制度・
利用支援のご説明」京都工業会・令和
3 年度 経営企画戦略会議21（2021年
10 月、ハイブリッド）

（16）窪田健一、宮島敬明、山岸孝輝；「大
規 模 並 列 粒 子 解 析 に よ る 水 処 理 モ
ジュール内流れに関する研究」第 8 回
HPCIシステム利用研究課題成果報告
会（2021年10月、オンライン）

（17）ボ ノ ー パ ト リ ッ ク；  「Molecular 
Simulations of Neat and Aqueous 
Polyelectrolytes   Having   Low 
Molecular  Weights」  The  18th 
International Conference on Flow 
Dynamics (ICFD2021) （2021年10月、
東北大学）

（18）ボ ノ ー パ ト リ ッ ク；  「Dilatant 
Properties of Low Molecular-Weight 
Polyelectrolytes」日本コンピュータ化
学会（2021年11月、筑波大学）

（19）山田達矢;「Eyringモデルを用いたイオ
ン液体のシェアシニングの解明」分子
シミュレーション討論会（2021年11月、
岡山大学）

（20）山田達矢；「イオン液体のシェアシニ
ングと流動活性化エネルギーの関係」
日本コンピュータ化学会（2021年11月、
筑波大学）

（21）古立直也；「PHITSで用いられている
核データの可視化とEXFORをPHITS
で読み込めるフォーマットに変換する
ツールの利用」2021年核データ研究会
シンポジウム（2021年11月、オンライ
ン）

（22） 須 永 泰 弘；「「 富 岳 」 を 中 核 と す る

HPCIの紹介と今後のイベント」第 3
回スパコンコロキウム（2021年12月、
オンライン）

（23）齊藤哲；「「富岳」を含むHPCI利用研
究課題の募集と利用支援」第14回スー
パーコンピューティング技術産業応用
シンポジウム（2021年12月、オンライ
ン）

（24）金敏植、Alex Malin、吉村和也、町田
昌彦、斎藤公明、吉田亨、柳秀明、長
谷川幸弘、吉田浩子；「家屋線量低減
効果の経時変化に対する家屋周囲の除
染の影響　－シミュレーションと測定
結果の比較評価－」第 3 回日本放射線
安全管理学会・日本保険物理学会会合

（2021年12月、オンライン）
（25）浅見暁；「「富岳」におけるOpenFOAM

の利用について」オープンCAEシンポ
ジウム（2021年12月、オンライン）

（26） 須 永 泰 弘；「「 富 岳 」 を 中 核 と す る
HPCIの紹介と今後のイベント」第 4
回スパコンコロキウム（2022年 2 月、
オンライン）

（27）齊藤哲；「「富岳」を含むHPCI利用研
究課題の募集と利用支援」第13回材料
系ワークショップ（2022年 2 月、オン
ライン）

（28）齊藤哲；「「富岳」を含むHPCI利用研
究課題の募集と利用支援」第50回（2021
年度第 2 回）産応協セミナー（2022年
2 月、オンライン）

（29）富山栄治；「「富岳」におけるFFVHC-
ACEカーネルの単一コアおよびスレッ
ド並列チューニング」スーパーコン
ピュータ「富岳」成果創出加速プログ
ラム研究交流会（2022年 3 月、オンラ
イン）

（30）伊賀晋一；「Access to Japanese national 
HPC resources including the world’s 
fastest  supercomputer  Fugaku.
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－ HPCI Public Calls for Proposals 
FY2022 －」SupercomputingAsia2022

（2022年 3 月、オンライン）
（31）齊藤哲；「｢富岳｣ とHPCI 利用紹介」

第 5 回CAEワークショップ（2022年 3
月、オンライン）

（32）齊藤哲；「｢富岳｣ 産業利用の利用状況・
利用制度・利用支援」メディア向けオ
ンライン説明会（2022年 3 月、オンラ
イン）

（33）浅見暁；「「富岳」でのOpenFOAMの
利用」第 5 回CAEワークショップ（2022
年 3 月、オンライン）

（34）木村晴行、丸山順子；「スーパーコン
ピュータ「京」利用研究成果論文のデー
タ分析」研究・イノベーション学会 研
究技術計画Vol.37 No.1（2022年 3 月、
オンライン）




